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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
）

一

目
的

﹃
徒
然
草
﹄
第
百
四
十
四
段
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

栂
尾
の
上
人
、
道
を
過（
ぎ
）給（
ひ
）け
る
に
、
河
に
て
馬
洗
ふ
を
の
こ
、「
あ

し
〳
〵
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
上
人
立（
ち
）と
ま
り
て
、「
あ
な
た
ふ
と
や
。
宿
執

開
發
の
人
か
な
。
阿
字
々
々
と
唱（
ふ
）る
ぞ
や
。
如
何
な
る
人
の
御
馬
ぞ
、
あ

ま
り
に
た
ふ
と
く
覺
ゆ
る
は
」
と
尋（
ね
）給（
ひ
）け
れ
ば
、「
府
生
殿
の
御
馬
に

候
」
と
答（
へ
）け
り
。「
こ
は
め
で
た
き
事
か
な
。
阿
字
本
不
生
に
こ
そ
あ
な
れ
。

嬉
し
き
結
縁
を
も
し
つ
る
か
な
」
と
て
、
感
涙
を
拭
は
れ
け
る
と
ぞ
。

（
日
本
古
典
文
學
大
系
三
〇
﹃
方
丈
記
徒
然
草
﹄
二
一
二
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

こ
の
段
は
、
諸
本
に
お
い
て
「
ケ
チ
エ
ン
」
の
表
記
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。「
静

嘉
堂
文
庫
蔵
正
徹
筆
」（
以
下
、「
正
徹
本
」）
で
は
「
掲
焉
」、「
陽
明
叢
書
」

（
以
下
、「
陽
明
本
」）
で
は
「
揚
焉

結
縁
」、「
徒
然
草
烏
丸
本
」（
以
下
、「
烏

丸
本
」）
で
は
「
結
縁
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
で
は
「
掲
焉
」
は
著
し
く
際
立
っ
て
い
る
と
い
っ
た
意
、

「
結
縁
」
は
文
字
通
り
縁
を
結
ぶ
意
で
認
識
さ
れ
て
お
り
（
注
1
）、
意
味
の
類
同
は
見
出

し
難
い
。

本
稿
で
は
、「
ケ
チ
エ
ン
」
の
漢
字
表
記
に
こ
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
る
理

由
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
注
2
）。
本
稿
の
目
的
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

一
、﹃
徒
然
草
﹄
第
百
十
四
段
の
「
結
縁
」
が
「
掲
焉
」
と
さ
れ
る
本
文
が

存
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

二
、
正
徹
本
に
「
掲
焉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。

二

研
究
方
法

そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
中
で
「
揭
焉
」「
結
縁
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
コ
ー
パ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
納
言
日
本
語
歴
史

『
徒
然
草
』
第
百
十
四
段
に
お
け
る
「
ケ
チ
エ
ン
」
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

後

藤

結

衣
・
森
　
　
　
双

葉

山

縣

香

月
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コ
ー
パ
ス
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
を
用
い
、
各
文
献
内
で
「
掲
焉
」「
結
縁
」
の

用
例
を
集
め
た
。
加
え
て
、
明
治
時
代
以
降
の
文
献
で
の
使
用
例
を
集
め
る
た

め
青
空
文
庫
の
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
「
ひ
ま
わ
り
」
を
使
用
し
た
。

三

調
査
結
果

調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

結
果
①
「
掲
焉
」
の
共
起
語

[
著
し
い
と
い
う
意
味
の
「
掲
焉
」]

Ａ

翁
ノ
云
ク
、「
汝
ヂ
吉
ク
聞
ケ
。
此
所
ハ
霊
験
掲
焉
ナ
ラ
ム
事
、
他
ノ
山
ニ

勝
レ
タ
リ
。
我
レ
ハ
此
山
ノ
鎮
守
ト
シ
テ
、
貴
布
禰
ノ
明
神
ト
云
フ
。（
中

略
）」。
如
此
ク
教
テ
去
ヌ
、
ト
見
テ
夢
覚
ヌ
。

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
五
﹃
今
昔
物
語
集
一
﹄
一
四
五
~
六
頁
よ
り

直
接
引
用
）

[
縁
を
結
ぶ
と
も
取
れ
る
「
掲
焉
」]

Ｂ

さ
れ
バ
末
代
と
も
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
辺
国
と
も
あ
ざ
む
く
べ
か
ら
ず
。
至

誠
の
信
心
も
し
ま
こ
と
あ
ら
ば
。
掲
焉
の
利
生
あ
に
疑
あ
ら
ん
や
。
不
信

不
法
の
心
を
提
て
大
聖
大
悲
の
誓
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
と
な
り
。

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
﹃
続
群
書
類
従
﹄
第
二
八
輯
上
釈
家
部
「
石
山
寺
石

記
」
五
六
九
頁
よ
り
直
接
引
用
）

用
例
を
確
認
す
る
と
、
著
し
い
と
い
う
意
味
の
「
掲
焉
」、
縁
を
結
ぶ
と
い
う
意

味
の
「
掲
焉
」
ど
ち
ら
と
も
多
く
の
用
例
で
仏
教
に
関
す
る
意
味
を
持
つ
「
利

生
」、「
霊
験
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

結
果
②
「
掲
焉
」
の
意
味

Ｃ

こ
れ
に
よ
り
て
貴
賎
掌
を
合
せ
。
緇
素
踵
を
継
て
利
生
掲
焉
の
砌
な
り
。

本
尊
薬
師
如
来
の
来
由
粗
こ
れ
を
瓢
録
す
。

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
﹃
続
群
書
類
従
﹄
第
二
八
輯
上
釈
家
部
「
桑
実
寺

縁
起
」
一
二
九
頁
よ
り
直
接
引
用
）

Ｄ

凡
我
朝
は
神
国
と
し
て
宗
廟
社
稷
三
千
余
座
。
各
記
現
ま
ち
々
々
利
益
と

り
々
々
な
れ
ど
も
。
か
ゝ
る
不
思
議
ど
も
い
ま
だ
見
も
聞
も
を
よ
ば
ず
。

ま
こ
と
に
こ
れ
勁
松
は
霜
の
後
に
あ
ら
は
れ
。
忠
臣
は
国
の
あ
や
う
き
に

見
る
事
な
れ
ば
。
時
末
代
に
属
し
人
諂
曲
な
る
に
よ
り
て
。
不
信
の
衆
生

の
た
め
に
掲
焉
の
化
儀
を
し
め
し
給
な
る
べ
し
。
つ
ら
々
々
事
の
心
を
案

ず
る
に
。
釈
尊
の
一
代
す
で
に
す
ぎ
て
慈
氏
の
三
会
ま
た
は
る
か
な
れ
ば
。

前
仏
後
仏
の
中
間
に
む
ま
る
る
も
の
。
今
世
後
世
の
利
益
を
う
し
な
は
ん

事
を
あ
は
れ
み
て
。

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
﹃
群
書
類
従
﹄
第
二
輯
神
祇
部
巻
十
六
「
春
日
権
現

験
記
」
六
二
頁
よ
り
直
接
引
用
）

名
詞
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
掲
焉
」
に
の
み
「
結
縁
」
の
意
味
が
見
ら
れ
た
。

結
果
③
「
掲
焉
」
の
意
味
の
変
遷

Ｅ

彼
僧
正
御
先
達
と
し
て
被
参
け
る
に
。
当
寺
の
僧
徒
ど
も
土
前
御
所
に
参

集
し
て
御
先
達
に
付
て
奏
状
を
奉
る
。
即
院
宣
を
被
下
偁
。
永
為
一
院
、
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御
祈
願
所
、
可
修
毎
日
三
時
行
法
者
。
僧
正
往
事
の
因
縁
を
思
。
利
生
の

掲
焉
を
報
ぜ
ん
が
た
め
執
奏
の
力
な
り
。
遂
園
城
寺
の
長
吏
に
補
て
寺
務

年
久
し
く
。
行
年
七
十
五
に
て
入
滅
せ
ら
れ
け
り
。

（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
﹃
続
群
書
類
従
﹄
第
二
十
八
輯
上
釈
家
部
「
粉
河
寺

縁
起
」
三
二
〇
頁
よ
り
直
接
引
用
）

Ｆ

軍
果
て
、
猶
以
掲
焉
は
、
双
方
よ
り
郡
村
奉
行
、
夫
、
あ
ら
し
こ
を
支
配

す
る
小
人
頭
、
道
造
の
ク
ロ
鍬
之
頭
、
組
を
引
連
、
夜
中
篝
を
焼
て
互
に

引
を
立
合
て

（「
日
本
国
語
大
辞
典
」
よ
り
直
接
引
用
）

縁
を
結
ぶ
と
い
う
意
味
の
「
掲
焉
」
の
最
も
古
い
例
は
平
安
時
代
の
﹃
粉
河

寺
縁
起
﹄（
用
例
Ｅ
）、
最
も
新
し
い
例
は
江
戸
時
代
の
﹃
武
家
名
目
抄
﹄（
用
例

Ｆ
）
に
見
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
当
時
の
「
掲
焉
」
の
語
の
意
味
を
﹃
時
代
別
国
語
辞
典

室
町
時

代
編
室
町
時
代
編
2
か
~
こ
﹄
で
参
照
し
た
。

（
前
略
）︻
参
考
︼「
か
つ
え
ん
」
と
訓
じ
た
例
は
、
三
国
伝
記
に
「
中
有
毘

盧
遮
那
像
霊
験
掲
焉
」（
十
二
）
と
あ
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、「
結
縁
」

の
意
で
「
掲
焉
」
を
用
い
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。「
サ
テ
善
光
寺
如
来
化

長
谷
山
円
通
掲
霊
場
事
顕
示
給
ヘ
ル
ナ
ル
ペ
シ
」（
五
）。
同
様
な
例
は
、

三
河
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。「
左
様
ニ
モ
御
座
候
ハ
バ
、
ソ
レ
ニ
ハ
御
座
候

エ
供
、
御
掲
焉
思
食
テ
内
前
様
御
立
被
成
候
」（
一
）

こ
の
よ
う
に
、「
掲
焉
」
の
用
字
、
訓
は
、「
結
縁
」
と
互
い
に
通
じ
あ
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

辞
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
﹃
三
国
伝
記
﹄﹃
三
河
物
語
﹄
の
該
当
部
分
の
意
味

を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。﹃
三
国
伝
記
﹄
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

三
国
伝
記
第
五　
　
　
　
　

沙
門
玄
棟
撰

第
三
十

信
州
更
級
郡
白
介
翁
事

明
二

新
長
谷
寺
縁
起
一ヲ

也
。（
中
略
）
サ
テ
ハ

善
光
寺
ノ

如
来
化
シ
テ

長
谷
山
ニ

円
通
掲
焉
ノ

霊
場
タ
ル

事
ヲ

顕
示
シ

給
ヘ
ル
ナ
ル
ベ
シ
ト

テ
、
白
介
ノ

翁
彼
ノ

説
法
ノ

詞
ニ

随
テ

当
山
ニ

入
ニ

、
其
ノ

時
ハ

宝
石
モ

末
レダ

顕
前
ナ
レ
バ
、

堂
舎
モ

無
ク

本
尊
モ
ナ
シ

。
（
中
世
の
文
学
﹃
三
国
伝
記
（
上
）﹄
よ
り
直
接
引
用
）

※
補
足

◯
円
通
は
円
通
大
士
と
い
う
注
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

【
円
通
大
士
】

仏
語
。
円
満
融
通
の
菩
薩
の
意
で
、
観
世
音
菩
薩
の
異
称
。「
首
楞
厳
経
」
の

説
に
よ
っ
て
い
わ
れ
る
。
え
ん
つ
う
。

（
日
本
国
語
大
辞
典
よ
り
直
接
引
用
）

◯
霊
場
は
霊
地
と
い
う
注
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

【
霊
地
】

神
仏
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
地
。
神
仏
を
ま
つ
っ
て
あ
る
神
聖
な
地
。
ま
た
、

神
社
や
寺
な
ど
。
霊
域
。
霊
場
。
霊
境
。
霊
区
。
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（
日
本
国
語
大
辞
典
よ
り
直
接
引
用
）

﹃
中
世
の
文
学
三
国
伝
記
（
上
）﹄
で
は
、
時
代
別
国
語
大
辞
典
の
記
載
と
は

異
な
り
「
掲
焉
」
に
著
し
い
と
注
を
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
著
し

い
と
い
う
訳
し
方
だ
け
で
は
な
く
、「
観
世
音
菩
薩
と
縁
を
結
ぶ
霊
験
あ
ら
た
か

な
地
」
と
訳
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
。

ま
た
、
こ
の
段
は
孝
養
の
心
が
深
い
白
介
の
翁
の
も
と
を
阿
弥
陀
如
来
が
僧

に
化
け
て
訪
れ
、
宿
願
を
成
就
す
る
た
め
の
手
助
け
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
仏

道
に
関
わ
る
説
話
の
中
で
登
場
す
る
語
彙
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
結
縁
」
の
意
味

で
あ
る
「
仏
・
菩
薩
が
世
の
人
を
救
う
た
め
に
手
を
さ
し
の
べ
て
縁
を
結
ぶ
こ

と
」
に
通
じ
る
と
考
え
た
。

次
に
、﹃
三
河
物
語
﹄
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

三
河
物
語
第
一　
　
　
　
　

大
久
保
彦
左
衛
門
忠
教

重カ
サ
ネ
〳
〵々

、
御
夫ツ
カ
イ

[
・
使
カ
]
ヲ
リ
申
（
す
）
間
敷
ト
申
サ
バ
社コ
ソ

、

畏
カ
シ
コ
マ
ツ
テ

御
座

候
と
申
上
（
げ
）
候
処
ヱ
[
へ
]、
か
[
欺
]
様
之
儀
迷メ
イ
ワ
ク惑
仕
（
リ
）
候
。[
・

使
カ
]
ヲ
リ
申
（
す
）
間
敷
ト
申
サ
バ
社コ
ソ

、

畏
カ
シ
コ
マ
ツ
テ

御
座
候
と
申
上
（
げ
）
候

処
ヱ
[
へ
]、
か
[
欺
]
様
之
儀
迷メ
イ
ワ
ク惑
仕
（
リ
）
候
。
然
（
れ
）
共
、
上
之
御
目

之
御
前
、
又
ハ
、
所
[
諸
]
傍ハ
ウ
バ
イ輩
之
ヲ
モ
ワ
ク
[
思
惑
]、
か
様
に
御
夫
ヲ

頻シ
キ
ツ
テ
ウ
ケ
請
頻シ
キ
ツ
テ
ウ
ケ請
申
（
す
）。
一
人
罷
（
り
）
立
（
つ
）
も
、
ウ
シ
ロ
[
後
]
モ
サ

ビ
敷
[
寂
]（
く
）
存
知
候
ヱ
テ
赤セ
キ
メ
ン面
仕
（
る
）。
左
様
に
も
御
座
候
ハ
ゞ
、
ヲ

ソ
レ
[
恐
]
ニ
ハ
御
座
候
ヱ
供
、
御
掲ケ

チ
エ
ン焉

[
結
縁
]
思ヲ
ホ
シ
メ
サ
レ食
て
内
前
様
も
御
立

被
成
[
立
ち
な
さ
れ
]
候
え
。
御
供
申
（
し
）
可
罷
立
[
ま
か
り
た
つ
べ
し
]。

（﹃
原
本

三
河
物
語

研
究
・
釈
文
篇
﹄
よ
り
直
接
引
用
）

自
身
が
仕
え
る
内
膳
の
桟
敷
に
座
っ
て
い
た
家
来
に
対
し
て
、
使
い
の
者
が

立
ち
上
が
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
場
面
で
あ
る
。
家
来
は
「
御
掲
焉
を
考
え
て
、

内
膳
様
も
と
も
に
お
立
ち
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
著
し
い
」

と
い
う
意
の
「
掲
焉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か
に
違
和
感
が
あ
る
。「
私

の
立
場
や
（
主
人
と
家
臣
で
あ
る
と
い
う
）
関
係
性
を
考
え
て
、
ど
う
か
お
立

ち
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
多
少
意
味
は
通
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、﹃
時
代
別
国
語
辞
典

室
町
時
代
編
室
町
時
代
編
2
か
~

こ
﹄
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
﹃
三
国
伝
記
﹄﹃
三
河
物
語
﹄
の
例
を
確
認
す
る
と
、

名
詞
と
し
て
「
掲
焉
」
が
使
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、「
縁
を
結
ぶ
」
や
「
関
係

性
」
と
い
う
よ
う
に
「
結
縁
」
に
近
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
調
査
結
果
と
も
合
致
す
る
。

四

考
察

調
査
結
果
を
も
と
に
、「
掲
焉
」
の
語
意
の
変
化
と
そ
の
原
因
、
正
徹
が
こ
の

場
面
で
「
掲
焉
」
を
用
い
た
意
図
と
い
う
観
点
で
考
察
を
行
っ
た
。

Ⅰ

本
文
の
異
同
が
生
じ
た
理
由

原
因
①
「
掲
焉
」
の
語
意
の
変
化
に
よ
る
も
の

用
例
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
「
掲
焉
」
に
は
著
し
い
と
い
う
意
味
に
加
え

て
、
ご
縁
を
結
ぶ
、
関
係
性
、
結
び
つ
き
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
正
徹
本
の
該
当
箇
所
で
「
掲
焉
」
が
使
わ
れ
た
の
は
誤
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写
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
該
当
箇
所
で
「
結
縁
」
で
は
な
く
「
掲
焉
」
が
使
わ

れ
た
意
図
や
妥
当
性
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
掲
焉
」
と
「
結
縁
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
も
と

も
と
あ
っ
た
「
掲
焉
」
の
語
の
意
味
に
「
結
縁
」
の
意
味
が
一
方
的
に
加
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
左
は
「
掲
焉
」
と
「
結
縁
」
の
語
の
使
わ
れ

方
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
語
の
意
味
変
化
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

原
因
②
使
用
場
面
・
方
法
に
よ
る
も
の

「
掲
焉
」
の
主
な
意
味
は
「
著
し
い
、
際
立
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
加

え
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
仏
教
に
関
す
る
意
味
を
持
つ
語
と
共
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
は
「（
仏
や
菩
薩
が
与
え
る
恵
み
が
）
著
し
い
」
と
い

う
使
わ
れ
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
結
縁
」
は
「
仏
道
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
」

「
仏
・
菩
薩
が
世
の
人
を
救
う
た
め
に
手
を
さ
し
の
べ
て
縁
を
結
ぶ
こ
と
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
掲
焉
」
の
意
味
が
「（
仏
や
菩
薩
と
ご
縁

を
結
び
そ
の
こ
と
よ
っ
て
得
ら
れ
る
恵
み
が
）
著
し
い
」
と
い
う
よ
う
に
次
第

に
変
化
し
、
そ
こ
か
ら
更
に
「
縁
を
結
ぶ
」「
関
係
性
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
を

持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
「
掲
焉
」
が
内
包
す
る
意
味
の
範
囲
が
広

が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

原
因
③
「
著
し
い
」
の
意
味
に
よ
る
も
の

先
述
し
た
よ
う
に
、「
掲
焉
」
は
主
に
「
著
し
い
、
際
立
っ
た
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
代
で
言
う
「
す
ご
い
」
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
文
脈

で
使
わ
れ
て
も
さ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
意
味
で
あ
る
。
調
査
し
た
文
献
内
で
も

著
し
い
と
も
縁
を
結
ぶ
と
も
取
れ
る
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
掲
焉
」

は
一
般
的
な
単
語
に
比
べ
他
の
単
語
の
意
味
を
含
み
や
す
く
、
そ
の
意
味
に
曖

昧
性
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

原
因
②
、
③
を
図
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
掲
焉
」
著
し
い

←

原
因
②
「
利
生
」「
霊
験
」
と
共
に
用
い
ら
れ
る

　
　
　

原
因
③
「
掲
焉
」
は
他
の
語
の
意
味
を
含
み
や
す
い

（
仏利

生

・

霊

験

や
菩
薩
に
よ
る
恵
み
が
）
著
し
い

　
　
　

←

仏
や
菩
薩
に
よ
る
恵
み
は
「
結
縁
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

＋
原
因
③
「
掲
焉
」
は
他
の
語
の
意
味
を
含
み
や
す
い

（
仏

結

縁

や
菩
薩
と
ご
縁
を
結
ぶ
こ
と
・
仏
道
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
恵
み
が
）
著
し
い

　
　

←
著
し
い
に
加
え
て
縁
を
結
ぶ
、
関
係
性
、
結
び
な
ど
⋮
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Ⅱ

正
徹
が
「
掲
焉
」
を
用
い
た
理
由

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
正
徹
本
が
成
立
し
た
鎌
倉
時
代
末
期
は
「
掲
焉
」

「
結
縁
」
の
両
者
と
も
「
縁
を
結
ぶ
」
と
い
う
意
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
掲
焉
」
が
「
縁
を
結
ぶ
、
関
係
を
持
つ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
時
代
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
用
例

数
は
「
縁
を
結
ぶ
」
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
圧
倒
的
に
「
結
縁
」

が
多
く
、﹃
徒
然
草
﹄
第
百
四
十
四
段
で
正
徹
が
「
掲
焉
」
の
字
を
用
い
た
の
に

は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
注
3
）。
ま
た
、

正
徹
本
系
統
以
外
の
諸
本
（
細
川
本
、
龍
谷
大
学
本
、
萬
治
二
年
刊
本
、
常
縁

本
系
統
の
卜
部
家
本
、
常
縁
本
、
烏
丸
本
系
統
の
烏
丸
本
、
室
町
期
写
流
布
本
）

で
は
当
該
部
分
で
「
結
縁
」（
卜
部
家
本
で
は
「
け
つ
え
む
」）
と
書
か
れ
て
い

た
。
加
え
て
、
同
じ
正
徹
本
系
統
の
陽
明
文
庫
本
、
藍
表
紙
本
で
も
「
結
縁
」

と
書
か
れ
て
い
た
。

﹃
徒
然
草
﹄
第
百
四
十
四
段
の
当
該
部
分
で
は
、
馬
を
洗
っ
て
い
る
男
が
「
足

足
」
と
言
っ
た
の
を
上
人
は
「
阿
字
阿
字
」
と
言
っ
た
り
、
男
が
「
府
生
殿
」

と
言
っ
た
の
を
「
本
不
生
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
男
の

発
言
と
そ
れ
を
受
け
た
上
人
の
理
解
・
男
へ
の
返
し
の
発
言
に
差
異
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
本
来
縁
を
結
ぶ
意
を
示
す
際

は
「
結
縁
」
が
主
流
で
は
あ
っ
た
が
、
言
葉
の
言
い
換
え
表
現
と
し
て
敢
え
て

「
掲
焉
」
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
当
該
段
に
お
い
て
特
徴

的
な
、
言
葉
の
聞
き
違
え
、
ま
た
は
仏
教
的
な
意
味
の
結
び
つ
け
の
お
も
し
ろ

さ
を
よ
り
強
調
す
る
た
め
に
、
当
時
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
「
結
縁
」
で
は
な

く
、
縁
を
結
ぶ
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
わ
ず
か
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
的
な
言
葉

と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
掲
焉
」
の
字
を
当
て
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

仮
に
上
人
の
認
識
の
違
い
が
単
な
る
聞
き
間
違
い
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
縁
を

結
ぶ
意
に
、
主
流
で
あ
る
結
縁
で
は
な
く
掲
焉
の
字
を
当
て
る
こ
と
で
上
人
の

間
違
い
に
注
目
さ
せ
、
あ
る
種
の
滑
稽
さ
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

上
人
の
認
識
が
男
の
言
葉
を
仏
教
的
な
考
え
に
意
図
的
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
の
な
ら
ば
、
仏
道
的
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
掲
焉
」
を

当
て
る
こ
と
で
、
そ
の
尊
さ
を
際
立
た
せ
る
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
掲
焉
」
が

選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
言
葉
の
言
い
換
え
を
強
調
す
る
た
め
と
い
う
説
を
挙

げ
る
。五

む
す
び

以
上
の
考
察
を
整
理
す
る
。

五
︱
一
「
結
縁
」
と
「
掲
焉
」
の
異
同
の
理
由

・「
掲
焉
」
は
仏
教
に
関
す
る
意
味
の
単
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。

・「
結
縁
」
の
意
味
は
名
詞
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
掲
焉
」
に
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

・「
縁
を
結
ぶ
」
と
い
う
意
味
の
「
掲
焉
」
は
調
査
し
た
結
果
、
最
も
古
い
例

は
平
安
時
代
の
﹃
粉
河
寺
縁
起
﹄
に
、
最
も
新
し
い
例
は
江
戸
時
代
の

﹃
武
家
名
目
抄
﹄
に
見
ら
れ
た
た
め
、「
結
縁
」
の
意
味
を
併
せ
持
っ
て
い

た
の
は
平
安
時
代
~
江
戸
時
代
で
あ
り
、
現
代
に
至
る
過
程
で
何
ら
か
の

理
由
で
「
結
縁
」
と
「
掲
焉
」
は
意
味
が
分
離
し
た
と
考
え
る
。
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ま
た
、「
掲
焉
」
の
語
彙
の
変
化
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
以
下
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
（
注
4
）。

・「
掲
焉
」
は
「
著
し
い
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
現
代
の
「
す
ご
い
」
の
よ

う
に
多
く
の
文
脈
で
用
い
や
す
い
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
語
の

意
味
を
含
み
や
す
く
、
そ
の
意
味
に
曖
昧
性
が
あ
っ
た
た
め
、「
掲
焉
」
の

意
味
に
「
結
縁
」
の
意
味
が
加
わ
る
と
い
う
語
彙
の
変
化
が
起
き
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

・「
掲
焉
」
は
仏
教
に
関
す
る
語
と
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、「
結

縁
」
は
「
仏
道
と
縁
を
結
ぶ
こ
と
」「
仏
・
菩
薩
が
世
の
人
を
救
う
た
め
に

手
を
さ
し
の
べ
て
縁
を
結
ぶ
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
二
語
が
同
じ

音
を
も
つ
こ
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
掲
焉
」
が
他
の
語
の
意
味
を
含
み

や
す
い
と
い
う
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、「
掲
焉
」
の
意
味
が
「（
仏
や
菩
薩

と
ご
縁
を
結
び
そ
の
こ
と
よ
っ
て
得
ら
れ
る
恵
み
が
）
著
し
い
」
と
い
う

よ
う
に
変
化
し
、
そ
こ
か
ら
更
に
「
縁
を
結
ぶ
」「
関
係
性
」
と
い
う
よ
う

な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
「
掲
焉
」
が
内
包
す
る
意
味

の
範
囲
が
広
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
。

五
︱
二

正
徹
本
に
「
掲
焉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
理
由

・「
掲
焉
」
が
「
結
縁
」（
縁
を
結
ぶ
）
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、

正
徹
が
原
文
に
対
し
て
忠
実
な
態
度
で
書
写
し
て
い
た
こ
と
、
下
巻
に
関

し
て
は
他
本
と
校
合
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
「
掲
焉
」
と
い
う
語
に
修
正
を

加
え
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
誤
写
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

・
当
該
段
で
は
馬
を
洗
っ
て
い
る
男
が
「
足
足
」
と
言
っ
た
の
を
上
人
は

「
阿
字
阿
字
」
と
言
っ
た
り
、
男
が
「
府
生
殿
」
と
言
っ
た
の
を
「
本
不

生
」
と
言
っ
た
り
す
る
な
ど
聞
き
間
違
い
の
場
面
が
多
く
見
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
、
普
通
の
言
葉
が
仏
教
語
と
し
て
間
違
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。「
掲
焉
」
に
お
い
て
も
、
言
葉
の
聞
き
違
え
ま
た
は
仏
教
的
な
意

味
の
結
び
つ
け
の
お
も
し
ろ
さ
を
よ
り
強
調
す
る
た
め
に
あ
え
て
「
掲
焉
」

が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注（
1
）
﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
に
よ
る
と
、「
掲
焉
」
は
（
1
）
著
し
い
さ
ま
。

き
わ
だ
っ
て
い
る
さ
ま
。
目
だ
つ
さ
ま
。
ま
た
、
き
っ
ぱ
り
と
し
た
さ
ま
。

け
つ
え
ん
。（
2
）
高
く
あ
が
る
さ
ま
。
高
く
そ
び
え
る
さ
ま
。
け
つ
え
ん
。

の
意
で
あ
る
。
対
し
て
「
結
縁
」
は
（
1
）
仏
語
。
仏
道
に
縁
を
結
ぶ
こ

と
。
未
来
に
成
仏
す
る
機
縁
を
作
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
写
経
や

法
会
を
営
む
こ
と
。（
2
）
大
事
な
も
の
、
貴
重
な
文
物
に
接
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
。（
3
）
事
件
な
ど
に
関
係
す
る
こ
と
。
連
座
す
る
こ
と
。（
4
）

親
戚
に
な
る
こ
と
。
縁
者
と
な
る
こ
と
。
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
通
ず
る

辞
書
を
参
照
し
て
み
る
と
、
両
者
の
語
意
に
差
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

（
2
）
陽
明
本
で
は
ミ
セ
ケ
チ
が
付
さ
れ
る
前
に
「
揚
焉
」
の
字
が
当
て
ら
れ

て
い
る
が
、
運
歩
色
葉
集
︹
一
五
四
八
︺
に
お
い
て
「
揚
焉
」
に
「
イ
チ

シ
ロ
シ
」
と
い
う
読
み
が
付
さ
れ
て
い
る
用
例
が
あ
る
。
陽
明
本
に
始
め

「
揚
焉
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
揚
焉
」「
掲
焉
」
の
字
形
や
語
意
の
類

似
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
詳
し
く
追
求
し
な

い
。

（
3
）
正
徹
が
「
掲
焉
」
を
用
い
た
理
由
と
し
て
、
単
な
る
誤
写
の
可
能
性
も
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考
え
た
が
、
以
下
の
理
由
か
ら
誤
写
の
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

﹃
正
徹
の
研
究

中
世
歌
人
研
究
﹄
に
お
い
て
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
徒
然

草
」
に
つ
い
て
、「
そ
の
筆
跡
は
、
正
徹
自
筆
と
み
な
し
て
よ
く
、
相
当
丁

寧
に
書
写
し
て
い
る
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
正
徹
の
丁
寧
な
書
写
の
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、﹃
徒
然
草
︿
下
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
正
徹
筆
﹄
の

書
誌
に
お
い
て
も
、
当
字
は
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
字
で
あ
り
、
正
徹
は

親
本
の
当
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
も
正

徹
の
正
確
な
書
写
の
取
り
組
み
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
か
な
り
丁
寧
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
正
徹
の
書
写

の
段
階
で
、
前
述
の
よ
う
な
誤
写
が
起
こ
っ
た
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
正
徹
本
の
奥
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

︿
上
巻
﹀　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︿
下
巻
﹀

此
草
子
一
見
之
次
不
堪
感
餘
去　
　
　

此
草
子
一
見
之
次
不
堪
感
餘
去

永
享
元
年
十
二
月
比
書
写
置　
　
　
　

永
享
元
年
冬
十
二
月
中
旬
比
書
写

處
或
仁
所
望
之
間
重
而
書
写
以
初　
　

畢
即
両
三
本
之
取
合
校
以
直
付
畢

本
令
与
進
了
雖
不
審
多
如
写
本　
　
　

雖
然
尚
以
非
無
不
審
也
初
書
写
之

書
之
而
已　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
或
仁
依
所
望
与
進
重
書
写
所
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
日
以
能
書
誂
清
書
者
也

上
巻
に
お
い
て
は
、
書
写
し
た
本
に
は
不
審
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
そ

の
ま
ま
書
写
し
た
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
。
私
意
を
加
え
て
書
き
換
え

る
こ
と
を
積
極
的
に
は
し
て
お
ら
ず
、
忠
実
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
下
巻
に
つ
い
て
は
三
巻
の
諸
本
を
参
照
し
て
訂
正
を
加
え

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
掲
焉
」
の
部
分
に
は
特
に
修
正
が
加
え
ら
れ

て
い
な
い
。
正
徹
が
「
掲
焉
」
を
誤
っ
た
用
法
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
誤
写
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
も
考
え
難

い
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
正
徹
が
誤
写
し
た
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
が
、

「
掲
焉
」
に
縁
を
結
ぶ
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
、
正
徹
が
原
文
に
忠
実

な
態
度
で
書
写
を
し
て
い
た
こ
と
、
下
巻
に
関
し
て
は
他
本
と
校
合
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
修
正
を
加
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
単
な
る
書

き
間
違
い
の
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
論
者
と
し
て
は
正

徹
本
で
「
掲
焉
」
の
字
が
写
さ
れ
て
い
る
の
に
は
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る

と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。

（
4
）
「
掲
焉
」「
結
縁
」
の
違
い
と
使
用
の
変
遷
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
が
、

「
結
縁
」
と
「
掲
焉
」
の
用
例
の
調
査
で
全
体
的
に
用
例
数
が
少
な
い
こ
と
、

調
査
対
象
と
し
た
文
献
は
そ
の
内
訳
に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
文
脈
か
ら
帰

納
し
た
二
語
の
意
味
に
偏
り
が
生
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

付
記本

論
文
は
二
〇
二
二
年
度
「
古
代
国
語
文
化
演
習
Ａ
」
の
演
習
発
表
で
作
成

し
た
資
料
を
も
と
に
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
化
に
あ
た
っ
て
佐
々
木

勇
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

（
広
島
大
学
教
育
学
部
三
年
）




